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The effects of post-practicum derivation of issues and 








を履修した M 短期大学保育科平成 26 年度入学者を対象とした。
・平成 26 年度入学者
　「保育実習Ⅰ a」〔第 1回保育所実習〕 （以下，Ⅰ aと記す）
　実習期間：平成 27 年 2 月 18 日～ 3月 3日（2週間）
　「保育実習Ⅱ」〔第 2回保育所実習〕 （以下，Ⅱと記す）
　実習期間：平成 27 年 11 月 4 日～ 11 月 17 日（2週間）
　履修者：208 名
２．調査対象  　　
　平成 26 年度「Ⅰ a評価票」
　〔Ⅰ aの実習先による学生評価：実習終了後，実習先より送付される評価票〕
































　学生の成長は，③「Ⅱ評価票」の 5 段階評価と，①「Ⅰ a 評価票」の 5 段階評価の差分（③－①）を
その指標とする（差分得点）。算出にあたっては，Ⅳ．総合評価（Ａ：とてもよくできていた　Ｂ：よ
くできていた　Ｃ：できていた　Ｄあまりできていなかった　Ｅ：全くできていなかった）の 5 段階評
価をそれぞれＡ：5 点，Ｂ：4 点，Ｃ：3 点，Ｄ：2 点，Ｅ：1 点に換算して行った。その結果，差分得
点は，－２～＋２を示した（表１）。なお，ⅡとⅠ a は同一実習先にて実施されており，個人内の園の
違いによる影響は統制できるものと考える。
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「実習後の反省と課題の導出」
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　また，1・2 年生合同実習報告会を実施することで，これからⅠ a に臨む 1 年生にとっては実習の目的
を設定する参考となり，実習に対する不安軽減とモチベーションの増加につながることが期待される。
Ⅱを終えた 2 年生にとっては，これまでの実習の集大成として他者に実習の成果を報告することで，自
分の成長を実感できる場ともなる。また，社会人として保育者として今後成長するための目標を明確に
し，継続的な自己の向上を促すことにつながることが期待される。
　学生が実習での学びや経験をその後の成長につなげられるように導くために，まずは上記 3 点を中心
に実習指導の改善に努め，学生の継続的な学びにつなげることができるよう試みたい。
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